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評定結果

標記共住区画貫通配管等は、別記評定条件の範囲内で使用する場合において、「特定共同住宅等の

住戸等の床又は壁並びに当該住戸等の床又は壁を貫通する配管等及びそれらの貫通部が一体として

有すべき耐火性能を定める件」 (平成 17年消防庁告示第 4号)に規定する耐火性能を有するものと

認められる。

対象 :中空壁

構  造 : 厚さ 100 11ull以 上

(両面強化せっこうボー ド厚さ 12.511ul1 2枚 重ね張り、中空部間隔 50 11ull以上)

合成樹脂製可とう電線管 (HSC84H CD管 )、 硬質塩化ビニル電線管 (JIS C 8430

VE管)の場合は直径 6211ull以 下、合成樹脂製可とう電線管 (JIS C 84H PF管)の

開 口 部 :

場合は直径 56.5111n以下の円形

配管用途 : 電線管
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者

防火材等 (共住区画貫通配管等 )
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別記

I.評定概要

1 構造及び材料

(1)構造

耐火シー ト (MTKB一 S)は、熱膨張性耐熱ゴムに熱膨張性耐熱パテ、樹脂メッシュ (有 。無 )

を積層したものである。

中空壁開口部に電線管が貫通 している一端に耐火シー ト (MTKB一 S)を巻き、耐火シー トと

開口部の隙間及び電線管と開口部の隙間をシリコーン系シー リング材で充てんする構造である。

施工の構造を図-1に 示す。

シリコーン系シーリング材

図-1 施工の構造
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(2)材料

耐火シー トの構造を図-2、 寸法を表 -1に示す。

耐火シー ト(樹脂メッシュ有)の斜視図

耐火シー ト(樹脂メッシュ有)の断面図

図-2 耐火シー トの構造

表-1 寸法表

耐火シー ト(樹脂メッシュ無)の斜視図

耐火シー ト(樹脂メッシュ無)の断面図

単位 :lml

熱膨張性耐熱ゴム

熱膨張性耐熱パテ

熱膨張性耐熱ゴム

表面 :熱膨張性耐熱ゴム

内面 :熱膨張性耐熱パテ

樹脂メッシュ有

表面 :熱膨張性耐熱ゴム

内面 :熱膨張性耐熱パテ

樹脂メッシュ無

区分
耐火シー ト(樹脂メッシュ有) 耐火シー ト(樹脂メッシュ無)

MTKB― S15M MTKB―S18M MTKB―S15 MTKB―S18

長さ :L 150← 20,-0 180(+20,-0) 150← 20,-0 180(+20,-0)

幅 :B 60← 20,-0 60← 20,-0

厚 み 1.5← 1,-0." 1← L-0ん 言夏
/  月ヽ N

０
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ア 熱膨張性耐熱ゴム

げ)組 成

熱膨張性耐熱ゴムの組成は表 -2の とお り。

物理的特性

熱膨張性耐熱ゴムの物理的特性は表-3のとおり。

イ 熱膨張性耐熱パテ

(ア)組 成

熱膨張性耐熱パテの組成は表-4の とおり。

物理的特性

熱膨張性耐熱パテの物理的特性は表-5のとおり。

表-5 熱膨張性耐熱パテの物理的特性表

特  性 規格値 試験条件

物理的性質 密度 1.2± 0.2g/cm3

熱的性質
膨張開始温度

℃ｎ
ｕ

ｎ
ｕ

400℃ 、5分間加熱
膨張倍率 2倍以上

樹脂メッシュ

樹脂メッシュは、オレフィン系樹脂 100%又 はポリエチレンテレフタレー トlPET1 100%と する。

ノ
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表-3 熱膨張性耐熱ゴムの物理的特性表

特  性 規格値 試験条件

物理的性質 密度 1.3± 0.2g/cm3

熱的性質
膨張開始温度

℃ｎ
υ

ｎ
ｖ

400℃ 、5分間加熱
膨張倍率 2倍以上



配管等の種類

配管の種類、寸法及び本数は、次の (1)、 (2)又は (3)の いずれかである。

(1)合成樹脂製可とう電線管 (外径 :4211ull以 下、1本以下)HSC84H CD管 、呼び径 :36以下

挿入線 :

600V 架橋ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケーブル 600V CE/F3× 2211ul12

(外径 :2 111ull以下、1本以下)JIS C 8605

600V ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケープル平形 600V EEF/F3× 2.Ollul

(1本以下)JIS C 3605

テレビジョン受信用同軸ケーブル EM S-5C― FB(外径 :7.711ull以下、1本以下)

光ケーブル WBI―DlH230(外径 :4.3111111以 下、1本以下)

(2)合成樹脂製可とう電線管 (外径 :36.511111以 下、1本以下)JIS C 841l PF管、呼び径 :28以下

挿入線 :

600V 架橋ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケープル 600V CE/F3× 141un2

(外径 :17.51nln以下、1本以下)HS C 3605

600V ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケープル平形 600V EEF/F3× 2.Ollul

(1本以下)JIS C 3605

テレビジョン受信用同軸ケープル EM S-5C―FB(外径 :7.711ull以下、1本以下)

光ケーブル WBl― DlⅡ230(外径 :4.311ull以下、1本以下)

(D硬質塩化ビニル電線管 (外径 :42111111以下、1本以下)JIS C 8430 VE管、呼び径 :36以下

挿入線 :

600V 架橋ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケープル 600V CE/F3× 221111112

(外径 :2 111ull以 下、1本以下)HS C 3605
600V ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケープル平形 600V EEF/F3× 2.Ollull

(1本以下)JIS C 3605

テレビジョン受信用同軸ケープル EM S-5C―FB(外径 :7.71111n以下、

光ケープル WBl―DlH230(外径 :4.31nlll以下、1本以下)

:144:30
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施工仕様

JIS A 6901(せっこうボー ド製品)GB―Fに規定する強化せっこうボー ド両面 2枚重ね張り (中 空部

間隔 5011ull以 上)か らなる壁に次の通りの施工を行う。

(1)施工手順

ア 開口部の確認

開口部の面積が申請仕様に適合しているか確認する。

イ 配管

ケーブル・電線管の種類が申請仕様に適合しているか確認する。

ウ 耐火シー ト位置決め

耐火シー トを施工する位置を決め、墨だしする。

工 耐火シー ト施工

ア)耐火シー トを配管に 1011ull以上オーバーラップするように巻きつける。

イ)耐火シー トを墨だし位置にスライ ドさせる。又は耐火シー トを巻いた配管を移動させる。

所定の位置に移動 壁面より0～ 101DIn

開口部

"耐
火シー トを配管に圧着する。
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隙間の充てん

電線管と開回の隙間をシリコーン系シーリング材で密に充てんする。

ただし、配管と躯体の隙間 (ク リアランス)は、2～ 1011ullと する。

耐火シー ト

電線管

(CD管、

充てん材

(シ リコーン系シーリング材)PF管、VE管 )

八
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(2)施工図

耐火 シー ト

ケープル (電線 )

シリコーン系シーリング材

シリコーン系シーリング材

耐火シー ト

0～ 10mm

5011ull以上

6011ull以上

平面図

中空部 :501nln以 上

電線管

φ62111n以 下

合成樹脂製可とう電線管 (HS C 84Hの CD管 )

硬質塩化ビニル電線管 (HS C 8430の VE管 )

φ56.5Ш以下
合成樹脂製可とう電線管 (JIS C 84Hの PF管 )

中空壁 電線管

断面図
ノ頂 硫



4 試験結果の概要

本工法の耐火性能については、次の通 りである。

容内験試

区画貫通部

の耐火性能

(中 空壁 )

耐火シー トを非加熱側の配管に 601nlll巻 きつけ

1 壁厚  100111111

2 壁材質 両面強化せっこうボー ド 12.511ul1 2枚重ね張り

3 中空部 50111111

4 開口部 φ6211ul

5 貫通部

(1)合成樹脂製可とう電線管 (外径 :4211ull、 1本 )

HS C 84H CD管、呼び径 :36

挿入線 :

600V 架橋ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケープル

600V  CE/F 3〉く22皿m2  (夕、4登 : 21mm、  1,卒1) JIS C 3605

600V ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケープル平形

600V EEF/F3× 2.Ollull(1本 )JIS C 3605

テレビジョン受信用同軸ケープル EM S-5C― FB(外径 :7。 711ull、 1本 )

光ケープル WBl―DlH230(外径 :4.3111111、 1本 )

6 充てん材 シリコーン系シーリング材

1時間耐火

良

耐火シー トを非加熱側の配管に 6011ull巻 きつけ

1 壁厚  10011ull

2 壁材質 両面強化せっこうボー ド 12.511un 2枚 重ね張り

3 中空部 501111n

4 開口部 φ56.51nlll

5 貫通部

(1)合成樹脂製可とう電線管 (外径 :36.511ull、 1本 )

JIS C 84H PF管、呼び径 :28

挿入線 :

600V 架橋ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケープル

600V CE/F3× 141u12(外径 :17.511ull、 1本)JIS C 3605

600V ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケープル平形

600V EEF/F3× 2.OIlull(1本 )JIS C 3605

テレビジョン受信用同軸ケープル Ⅲ S-5C―FB(外径 :7.71nln、 1本 )

光ケープル WBI―DlH230(外径 :4.31111、 1本 )

6 充てん材 シリコーン系シーリング材

1時間耐火

良

耐火シー トを非加熱側の配管に 6011ull巻 きつけ

1 壁厚  10011ull

2 壁材質 両面強化せっこうボー ド12.51m12枚重ね張り

3 中空部 5011ull

4 開口部 φ62111111

5 貫通部

(1)硬質塩化ビニル電線管 (外径 :4211ull、 1本 )

HS C 8430 VE管、呼び径 :36

挿入線 :

1時間耐火

良



600V 架橋ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケープル

600V CE/F3× 221DIl12(外 径 :2111111、 1本)JIS C 3605

600V ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケープル平形

600V EEF/F3× 2.Olnln (1本 )JIS C 3605

テレビジョン受信用同軸ケーブル EM S-5C― FB(外径 :7.71nln、 1本 )

光ケープル WBl―DlH230(外径 :4.3111n、 1本 )

6 充てん材 シリコーン系シーリング材

10

試験項目 容内験試 試験結果

区画貫通部

の耐火性能

(中 空壁)

耐火シー トを加熱側の配管に 6011un巻 きつけ

1 壁厚  1001nlll

2 壁材質 両面強化せっこうボー ド 12.511ul1 2枚重ね張り

3 中空部 5011ul

4 開口部 φ62111111

5 貫通部

(1)合成樹脂製可とう電線管 (外径 :4211ull、 1本 )

HS C 84H CD管、呼び径 :36

挿入線 :

600V 架橋ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケープル

600V CE/F3× 2211112(外 径 :2111111、 1本)JIS C 3605

600V ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケープル平形

600V EEF/F3× 2.OIlull(12卜)JIS C 3605

テレビジョン受信用同軸ケープル EM S-5C―FB(外径 :7.71nln、 1本 )

光ケープル WBI―DlH230(外径 :4。 311ull、 1本 )

6 充てん材 シリコーン系シーリング材

1時間耐火

良

耐火シー トを加熱側の配管に 601nln巻 きつけ

1 壁厚  1001nlll

2 壁材質 両面強化せっこうボー ド 12.511ul1 2枚重ね張り

3 中空部 5011ull

4 開口部 φ56.51DIn

5 貫通部

(1)合成樹脂製可とう電線管 (外径 :36.511ull、 1本 )

HS C 84H PF管、呼び径 :28

挿入線 :

600V 架橋ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケープル

600V CE/F3× 141un2(外径 :17.51111、 1本)JIS C 3605

600V ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケープル平形

600V EEF/F3× 2.OIlull(1本 )JIS C 3605

テレビジョン受信用同軸ケープル EM S-5C― FB(外径 :7.711un、 1本)

光ケープル WBl―DlE230(外径 :4.31mm、 1本 )

6 充てん材 シリコーン系シーリング材

1時間耐火

良

耐火シートを加熱側の配管に 601nln巻 きつけ

1 壁厚  10011ull

2 壁材質 両面強化せっこうボード12.511un 2枚 重ね張り た _
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3 中空部 5011ull

4 開回部  φ6211ull

5 貫通部

(1)硬質塩化 ビニル電線管 (外径 :4211ull、 1本 )

JIS C 8430 VE管 、呼び径 :36

挿入線 :

600V 架橋ポ リエチレン絶縁耐燃性ポ リエチレンシースケープル

600V CE/F3× 2211ul12(外径 :2 11nlll、 1本)JIS C 3605

600V ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケープル平形

600V EEF/F3× 2.Ollun(1本 )JIS C 3605

テレビジョン受信用同軸ケープル EM S-5C― FB(外径 :7.711ull、 1本 )

光ケープル WBl―DlH230(外径 :4.311un、 1本 )

6 充てん材 シリコーン系シーリング材

Ⅱ.評定条件

1 施工上の条件

(1)共住区画を構成する両面強化せっこうボー ド厚さ 12.511un 2枚重ね張り中空壁 (以下、「耐火構

造の壁」という。)を電線管が貫通する部位に適用すること。

(2)開 口部の大きさ及び形状は、合成樹脂製可とう電線管 (HS C 84H CD管 )、 硬質塩化ビニル電線

管 (JIS C 8430 VE管)の場合は直径 621nln以下、合成樹脂製可とう電線管 (JIS C 84H PF管 )の
場合は直径 56.511ull以 下の円形であること。

(3)配管等を貫通させるために設ける穴相互の離隔距離は 20011ull以上であること。ただし、住戸等と

共用部分との間の耐火構造の壁にあっては適用しない。

(4)開 口部を貫通する配管等は、「I.評定概要 2配管等の種類」に記すところによること。

5)厚さ 1001nlll以上の耐火構造の壁に適用すること。

(6)開 口部がせっこうボー ドの継ぎ目に位置しないように施工すること。

(η 貫通部は、施工仕様に基づく詳細な施工方法に関するマニュアルにより施工すること。

2 品質管理上の条件

耐火シー トの膨張部分を 400℃ で 5分間加熱したときの膨張倍率が 2倍以上であることを製造ロッ

卜ごとに確認すること。
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